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日本企業のアフリカビジネスを手助けする「水先案内人」

アフリカに全く土地
勘がなく、どのよう
な状況なのか全くわ
からない。。

一度アフリカを訪問し
てみたいが、現地に頼
れる人がいない。。

現地に自社の製品が売
れるか実証してみたい
が、現地に派遣できる
社員がいない/余裕がな
い。。

社内にアフリカ担当
の部署を作ったが人
材確保のルートが分
からない。。

自社の製品をアフリカで販
促するための現地ビジネス
パートナーが獲得できない
。。

日本企業がアフリカビジネスを検討/着手する際の悩み

「水先案内人」としてのアフリカ留
学生



JICAアフリカ留学生事業「ABEイニシアティブ」 概要

アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ
African Business Education Initiative for Youth

目的

➢ アフリカの成長の糧となる産業人材の育成

➢ 日本企業のアフリカビジネス「水先案内人」
の育成とネットワークの構築

➢ 日本政府と産業界の共同プログラムとし
て修士号の取得と企業でのインターンを
実施

➢ 長期留学により日本社会や企業文化など
に理解を持ち日本らしい実践的なビジネ
スのノウハウを持つ人材を育成

アプローチ

➢ 一定の職務経験を持ち、英語で大学院の授業が受講可能
➢ 【所属元】政府関係機関：約4割、民間セクター：約3割、その他（教育機関等）：約3割
➢ 【専攻分野】工学系：3割、経済・経営：3割、政治・公共：1割、農学：1割

人材層

➢ 2013年に創設、2014年以降累計で1,600人が参加 (近年は年間100－120人程度）
➢ 約85大学、約400企業が参画。200人以上が日本企業等に就職（いずれも累計）

これまでの実績



日本企業とABE留学生のコラボレーションの事例

事例１： 排水処理専門企業
• インターンで受入れたA国の留学生を正社員として採用
• 同社員の発意により、国連機関の支援を受けて、A国での社会課題解決
型事業を実施（A国での初めてのビジネス展開）

事例２： 避雷器メーカー
• インターンで受入れたB国の留学生から、同国の落雷被害の深刻さを知
る

• 帰国した留学生を現地パートナーとして、B国での事業を開始
• JICAの中小企業・SDGsビジネス支援事業を通じて、 B国での雷害対策の

普及・実証・ビジネス化事業を実施。元留学生が現地当局との調整を担
う事例３： 太陽光機器メーカー

• インターン（夏期）で受入れた留学生の中から特に有望な方を、学位取
得修了後のインターン（最大6か月）で再度受入れ、自社製品に対する
基本的な知識を学び、ビジネスプランを検討する機会を提供

• 留学生が母国に帰国後、パートナー契約（業務委託）を締結し、現地で
の事業実施を任せる



まずはインターン受入れ希望登録を！

JICAウェブサイト内のABEイニシアティブサイト
■インターン実施概要 ■インターン希望登録用のアンケート

※アンケート回答後、インターン申込→マッチング→実施

（アンケート回答をもってインターン実施が確定するものではあり
ません）

本件お問い合わせ先：
JICAアフリカ部計画・TICAD推進課
メール：abe2@jica.go.jp

mailto:abe2@jica.go.jp
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